第４５回　首里織展開催のお知らせ

秋めく日差しに草木も色鮮やかに映る季節となりました。
10月に入り、長い自粛生活も緩和されつつあります。そんな中、
那覇伝統織物事業協同組合では今年も11月の「首里織展」開催に向けて
準備を進めています。

今年で45回目を迎えます首里織展のテーマは
　　「くくる心　－う、より添う－」

前年のテーマ「想いをかたちに」を受けて、そのかたちとなった物を届けようー
コロナ禍での暮らしに寄り添い、伝統的工芸品である首里織で
心を豊かにするお手伝いをしたい、その思いをコンセプトにしました。

会場となります那覇ぶんかテンブス館での開催も今回が最後となります。
これまでお世話になりましたこの場所で、皆さまと共に思い出となる展示会が
出来ることを願っております。

尚　来年より首里当蔵町に建築中の新会館「首里染織館　suikara」にて
開催予定です。

開催にあたり徹底した感染予防対策を心掛け、
皆様をお迎えできるように努めて参ります。
何かとご不便をおかけすることもあると思いますが
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

皆さまのご来場を心よりお待ち申し上げます。

第４５回　首里織展実行委員会メンバー　一同





